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まえがき 

 

 平成 13 年，農林水産省傘下の農業試験研究機関の独立法人化にともない，新しい農業生物資源研究

所が設立された．遺伝資源の事業と研究を専ら行う組織としてジーンバンクと遺伝資源研究グループが

それぞれ設けられ，新しいジーンバンク事業の推進体制が確立された．また，8 年間にわたるジーンバ

ンク事業の第二期事業は平成 12 年度で終了し，平成 13 年度からは新しく 5年計画の第三期事業が開始

された． 

 植物遺伝資源に関わる国際情勢に目をやると，平成 4年 5月にリオデジャネイロで「生物多様性に関

する条約」が採択され翌年には発効し，世界全体で生物多様性の保全と持続的利用に取り組むことが定

められた．遺伝資源についてもこの条約の枠組みの中で議論が重ねられ，誰にでも利用が可能な人類共

通の財産という以前の考え方から原産国に主権があり責任をもって管理するという考え方に大きくパ

ラダイムシフトした．これは先進国の主導による遺伝資源の管理に対する反発や，育種家の権利ばかり

でなく遺伝資源を長年育んできた農民の権利が強く主張されるようになったことによる．平成 14 年４

月にはオランダで第６回締約国会議が開催され、「遺伝資源へのアクセスとその利用から生じる利益の

公正で公平な配分に関するボンガイドライン」が採択された．また，FAO では「食料農業植物遺伝資源

に関する国際条約」が平成 13 年 11 月にローマで採択され、植物遺伝資源のうち、イネなど 35 作物 29

牧草種のアクセスとその利用から得られる利益配分について定め、食料農業植物遺伝資源の利用と権利

保護を図られた。本条約の署名期間はすでに終了し、現在、加盟に開かれている。このような国際的状

況は遺伝資源の潜在的価値への評価という意味では前進であるが，実際の遺伝資源の探索や調査を困難

にする要因でもある．遺伝資源の海外探索には二国間での合意が必要となったし，原産国の中には遺伝

資源の持ち出しや利用に厳しい制限を科す国も増えている．ジーンバンクとしては，このような最近の

国際情勢に十分配慮しながら積極的に国際協力を進め遺伝資源の収集・保存・特性評価・利用の促進に

努力している． 

 平成 14 年度にジーンバンク事業の植物遺伝資源の探索収集および関連研究として，愛知県北部にお

ける作物在来品種の調査と収集，房総半島におけるツルマメの探索・収集，奄美大島におけるかんしょ

在来種の収集，鹿児島県におけるフダンソウ在来種の調査と収集，沖縄県におけるイチジク属遺伝資源

の探索収集，ならびに沖縄県の台湾導入実生茶樹群の収集が国内で実施された．また，豪州における野

生稲の探索収集，ミャンマーにおけるマメ類遺伝資源の調査と収集，トルコにおける果樹遺伝資源の探

索収集事前調査，ベトナム北部におけるチャ遺伝資源の共同探索収集，ならびに On-farm 遺伝資源保存

技術の確立を目的とした韓国におけるゴマとエゴマの調査が海外における探索調査として実施された． 

 海外遺伝資源の探索収集は今後も困難が予想されるが，関係各位の意見，助言を取り入れて計画的に

国内，海外遺伝資源探索を実施する予定である．ご協力をお願いしたい． 

 最後に，私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に心から感謝申し上げる．とりわ

け多くの情報と貴重な遺伝資源を分譲してくださった農家の皆様には深謝したい． 

        平成 15 年 3 月 

        農業生物資源研究所  

        ジーンバンク長 

        宮崎尚時 
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